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The reform history of a compulsory English course for all fi rst-year students in a junior 
college is reviewed. An autonomous learning program for strengthening grammatical 
knowledge was conducted, and it contributed to students’ motivation and grammar test 





grammatical errors still occurred in writing tests, and 3） instructors found the way of teaching 
diffi  cult. To solve the problems, a global education network was introduced and the students’ 
main activity became the posting of essays on the site. The class activities will be analyzed 
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2．1．2010 年度から 2013 年度




なった。本科目は週 2回半期 15 週の科目として開講されており，2019 年度に通年化するまで
は，短期大学部 2学科のうち，前期は英語コミュニケーション学科，後期は日本語コミュニケー


























キストにはMurphy, R. and Smalzer, W. R.（2010）によるBasic grammar in use: Self-study 











ち 114 名中 98 名の学生が完走したことになる。注目されるのは，調査対象の学生中でフルマラ
ソン完走者，すなわちBasic Grammar in Use の全ユニットの問題を解き，区間テストにすべて






































ラーの多くが日本語の影響によるものであると判断された（Mita, Kubota, & De Vera, 2018）。
Mita, Kubota, and De Vera は特に以下の 4つのエラーについて調査を行った。第 1に be 動詞
を一般動詞と混同するエラー（e.g., The place is a lot of visitors. / My hometown is many 
mountains.），第 2に Heavy -subject（e.g., Ryugasaki City has very cute character is “Mairyu.” / 
I like Yokohama Places is MinatoMirai.），第 3に be 動詞と一般動詞が連続する例（e.g., 
Takeshi was lived in Nerima. / People who wearing nice kimono are often enjoy site seeing 
weekend.），第 4に接続詞 because の断片的使用（e.g., Because I want to study English there. / 
Because I like food in Hokkaido.）である。
これらのエラーについて上位クラスと下位クラスで比較した結果，5つの特徴が明らかになっ
た。1） 習熟度によってエラーの分布が異なる，2） ライティングテストのトピックの違いがエ
ラーの分布の違いに影響する，3） 論証的文章のトピックでは because エラーが習熟度別のどの

































ねた結果，2017 年度は iEARNの 4つのプロジェクトを導入することになった。しかし実際に
行ってみると，習熟度別の全クラスが半期で 4つの英文を投稿するのは困難であることが判明し



























増した。具体的には，半期科目 Integrated English を，前期科目 Integrated English a，後期科















規模の問題を平和的に解決できると考え，ニューヨーク州の 12 の学校とモスクワの 12 の学校を
つなぎ，協働学習をスタートさせたのである（福井，2009）。その後，iEARNの活動は世界中に















2019）。iEARNのプロジェクト活動には以下の 4つの主要な要素がある（iEARN Teacher’s 
Guide to Online Collaboration & Global Projects）。














3．2．Integrated English に導入した 3つのプロジェクト
Integrated English は，授業に導入するプロジェクトとして，iEARNの数あるプロジェクト
の中から，Holiday Card Exchange プロジェクト，Global Food Show & Tell プロジェクト，そ
してGirl Rising プロジェクトの 3つを選択した。テーマが学生の興味と大きく乖離しない点，
ライティングのジャンルが偏らないという点，またプロジェクトにかかる時間を考慮した。







































例えば iEARNは「生徒が楽しみそうな L2 学習の側面を強調」（p. 62）し，「L2 使用者との触れ












































田（2019）は，iEARNプロジェクトのHoliday Card Exchange プロジェクトの成果物としての









4．iEARNを導入した Integrated English と「アクティブ・ラーニング」
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4．2．「アクティブ・ラーニング」を支える学習活動
本節では Integrated English の授業展開に含まれる「インプット学習」，「アウトプット学
習」，「フィードバック」の各段階で「アクティブ・ラーニング」がどのように行われているか紹
介する。
2019 年度の前期授業 Integrated English a では，後期授業で行う iEARNでの 3つのプロジェ
















4．3．Project-Based Learning としての iEARNプロジェクト学習



























iEARNの 3つのプロジェクトを図 2の「探求の過程」に対応させると，以下表 1のようにな
る。
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表 1　課題探求的学習に含まれる「探求の過程」と iEARNプロジェクトの過程
探求の過程 Holiday Card Food Education
①課題の設定 紹介する日本の伝統
行事を選ぶ。





















Integrated English では，iEARNの 3つのプロジェクト，すなわち日本の伝統行事の紹介
カードを作り海外に送る（Holiday Card Exchange），日本食のレシピの説明を投稿する（Global 
Food Show & Tell），世界の困難な状況にある少女たちの映像を観て意見エッセイを投稿する
（Girl Rising）というプロジェクトに参加して活動を行う。それぞれのプロジェクトは，「探求の
過程」の①から④までの一連の学習過程を含むループとなっている。学生はこのループをスパイ
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5．考　察
2014 年度より進めてきた授業改善により，Integrated English は，以下の図 3のような 3層構
造のトレーニングを含む授業となった。
図 3　Integrated English の学びの三層構造
 
サッカーやラグビーなどの競技スポーツのトレーニングとして，3層構造のトレーニングが推
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